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美術史の壮大な流れに「変り兜」を位置付ける橋本さんのご講演、各時代の美術品を「素」
と「飾り」に鮮やかに仕分けされた田中さんのコメント、ともにお二方の深い識見に裏付
けられており、大いに学ばせていただいた。 
その上で、なぜ兜を過剰なまでの飾りが彩るに至ったかを考える時、美術史以外の視点
も役に立ちそうだと感じた。法
ほう
住寺
じゅうじ
殿
どの
跡で長大な鍬形
くわがた
が出土しており、兜の華美な装飾は
平安末期に遡る。『保元物語』で戦いを前に昇殿を許された源義朝は、小具足を着けたまま
内裏の 階
きざはし
を昇った。貴族が固守してきた服制が、下位であるはずの武士により公然と破
られた象徴的な場面といえる。 
古墳時代、各地の地域王国の支配者は、眉
ま
庇 付
びさしつき
甲
かぶと
よりはるかに華やかな冠で自らの権
威を誇示した。彼らはヤマト王権に組み入れられ、臣下として律令の服制に従った。その
束縛を打破したのが武家であり、「変り兜」の第一義は武将が自ら権威を示した戦場の冠で
はなかったか。 
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ボールルームダンスにおける「素」の考察 
―基本の型を再検証する― 
 
京都府ダンススポーツ連盟会長 谷 口 主 嘉 
 
1. はじめに  
 
本稿は、ボールルームダンス（＝ダンススポーツ、社交ダンス、競技ダンス）の歴史を、
映像資料をもとに振り返りながら、その発展と変遷について考察を行ったものである。 
一言で「ダンス」と言っても、世界には様々な種類の踊りがある。アルゼンチンにはア
ルゼンチンタンゴ、スペインにはフラメンコ、日本には日本舞踊など、各地で多種多様な
踊りがある。そのなかで、イギリスで発達したのがボールルームダンスである。このボー
ルルームダンスにはスタンダード競技とラテン競技という種目があるのだが、本稿ではと
くに前者のスタンダード競技に焦点を当てて考察したい。 
 
2. スタンダード競技の歴史 
 
ボールルームダンスは1910年頃にイギリスではじまった。当時は上流階級の娯楽として、
高級ホテルやクラブなどで踊られていた。1922 年には、ロンドンにあるクィーンズホール
で世界選手権の第一回目が行われている。初代チャンピオンとなったのは Victor 
Silvester & Phyllis Clarke である。当時の彼らの映像を見ると、踊りのスタイルが現在
と全く異なることが分かる。小さな動きで踊っている様子は、まるでチークダンスのよう
にも見える。当時はまだ、楽しみとしてのダンスであり、ごく自然な歩く動作をもとにし
た動きであった。1931 年には、イギリスのブラックプールという街で全英選手権 WDC（World 
Dance Council）が開始される。毎年 4月から 5月にかけて開催され、世界中のボールルー
ムダンスの選手がここに集っている。 
 
2.1 リバイズド・テクニック 
1948 年、『リバイズド・テクニック』という社交ダンスの絶対的教科書が発刊された。著
者であるアレックス・ムーア（Alex Moore）は、ロンドンに Zeeta Dance Studio という教
室を構え、若き日の Bobbie Irvine や Peter Eggleton などのグレートチャンピオンを育て
た。この本を使ってダンスの稽古や研究に励んだ人は多く、現在でも多くの人びとがこの
教則本をベースにボールルームダンスを学んでいる。私自身も学生時代、『リバイズド・テ
クニック』を原著で読み込んでいた。後年、アレックス・ムーアがステップを解説した当
時の映像資料を見た際、本で記されていた踊りを初めて実際に目にして、本では知り得な
かったようなこと（たとえば、男性の姿勢が前屈みであったこと）の発見があり、驚きで
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あった。このように、すでに 70 年程前に、ボールルームダンスのテクニックの体系化は成
されていたのである。 
 
3. ボールルームダンスのテクニックの変遷 
 
『リバイズド・テクニック』は、ボールルームダンスの歴史に残る教則本であるが、ダン
スのテクニック自体は、時代とともに変遷を遂げている。全英選手権のチャンピオンの踊
りから、その変化を探っていきたい。 
 
3.1 全英選手権 1950 年〜1968 年 
● 1950-1952 年 Len Scrivener & Nellie Duggan 
踊りのスタイルは、アレックス・ムーアの頃とあまり大きな変化はない。彼らは 1958
年に来日し、ダンスを披露している。日本のボールルームダンス界は、このとき初め
て本場の英国風ダンスに出会ったのである。 
 
● 1962-1964 年, 1966 年 Bill & Bobbie Irvine 
1965, 1967-1968 年 Peter Eggleton & Brenda Winsland 
1962 年から 1968 年までのチャンピオンであるこの２組のダンスを見ると、動きが大き
くなり、楽しむ踊りから、見せる踊りという要素が強くなってきた。彼らの踊りは、
大きなスイングであっても体の軸はぶれることなく保たれたままである。Bill Irvine
は、頭にティーカップを乗せて踊っても、それが落ちなかったと言われている。 
 
大きな動きをするために技術を高める上で重要になってくるのが、股関節の動きである。
初期の踊りのように、小さな動きであったならば、股関節の動きはあまり影響されない。
ところが、大きなスイングをする際には、股関節も大きく動かさなければならない。 
股関節とは、大腿骨と寛骨がジョイントする部分のことである。しばしば、股関節は脚
の生え際辺りだと思われることがあるが、実際にはお尻に近い部分である。ちなみに、股
関節を自由に動かすことができれば、日常生活における動作も楽になってくる。立った状
態で片足を脱力してぶらぶら揺らし、その脚がどれくらい前後に動くかやってみると、そ
の人の股関節の可動域を確かめることができる。股関節の滑らかな動きが、ダイナミック
なダンスの動きにつながるのである。 
 
3.2 全英選手権 1969 年〜1985 年 
● 1969-1972 年 Anthony & Fay Hurley 
1973-1978 年, 1980-1981 年 Richard & Janet Gleave 
1979 年, 1982-1985 年 Michael & Vicky Barr  
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 動きはさらに大きくなり、見せる踊りの要素も増してきた。ここでは、股関節だけでな
く、足首と膝との連動がポイントになっている。股関節だけでは動きの大きさが足りず、
足首と膝を連動させることによって、踊りのスピードは速く、滑らかになる。また、ロン
グコンタクトを保ちながらボディの「リード＆フォロー」をすることが重要となる。 
それまでは、ペア同士がそれぞれの力によって動いているという状態で、相互に力点が作
用する動きがみられなかった。ところが、この頃のダンスでは、相手の動きを意識するこ
とで、より明確なリード＆フォローができるようになってきた。 
 
3.3 全英選手権 1986 年〜1998 年 
● 1986-1988 年 Stephen & Lindsey Hillier 
1989 年, 1991 年, 1993 年 John Wood & Anne Lewis 
1990 年, 1992 年, 1994-1998 年 Marcus & Karen Hilton 
とくに 1989 年から 1994 年までは、John Wood & Anne Lewis と Marcus & Karen Hilton
の二強時代で、毎年優勝争いをしていた。次はどちらがチャンピオンになるのか、こ
の２組に高い注目が集まっており、英国風ダンスの最盛期であったと言える。 
 
この時期、「スイング」「スエー」「ターン」という基本となる三つの要素が明確になった。
特に、スイングの動きはさらに大きくなってくる。膝を曲げて重心を下に下げる「ロアー」、
踏み込んで膝からつま先までを伸ばし重心を上げる「ライズ」、このロアー＆ライズという
動きの繰り返しからスイングは生まれる。音楽とともに、ブランコや振り子のような動き
を表現するのである。ブランコを漕ぐとき、下りていく瞬間に力を入れる。力を入れるの
はここだけで、あとは脱力していれば揺れが生まれる。スイングとはこれと同じ要領で、
起点にのみ力を入れることによって、少しの力で自動的にスイングの動きを生み出すこと
ができるのである。初心者は、まずは小さくとも正確に動こうとスイングの練習を試みら
れることがあるのだが、小さなスイングではよけいに多くの力を入れる必要がある。力ん
だ状態で小さく動こうとするのではなく、大きく動くことによって、力に頼らない滑らか
なスイングを生み出すことができるのである。体の構造をうまく利用することから、ダイ
ナミックなスイングが生まれるのである。 
 
3.4 全英選手権 1999 年〜2006 年 
● 1999-2001 年 Luca Baricchi & Lorraine Barry 
股関節、膝、足首の連動に加えて、ボディやヘッドへも連動が生まれ、より洗練され
た動きになる。Luca Baricchi & Lorraine Barry のもつ伸びやかな「ナチュラル・タ
ーン」は非常に衝撃的なものであった。また、長い髪を垂らしたままで踊る Lorraine 
Barry のスタイルも、当時評判を呼んだ。イングリッシュスタイルから脱却する契機と
なった時期であった。  
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● 2002 年 Augusto Schiavo & Lyn Marriner 
2003-2004 年 Christopher Hawkins & Hazel Newberry 
2006 年 Timothy Howson & Joanne Bolton 
とくに際立ったチャンピオンは輩出されず、この時期のチャンピオンは次の時代への
引き継ぎ役を果たしたと言えるだろう。また同時に、イングリッシュスタイルの役目
が終わりつつあることを予感させられた時期である。 
 
3.5 全英選手権 2007 年〜2009 年 
● 2006-2009 年 Mirko Gozzoli & Alessia Betti 
Mirko Gozzoli & Alessia Betti によって、ダンスのスタイルは革新的に変化した。特
に、女性の動きがそれまでと全く違うものになっている。当時、彼らのダンススタイ
ルを試みようとしたところ、身体技巧が足りずに首を痛めた日本人がたくさんいた。
イングリッシュスタイルからの完全な脱却を果たし、新しいダンスを築き上げた。 
 
 彼らの踊りには、「コーン」という組み方から作られる「3D」という表現の兆しが見られ
る。股関節、膝、足首、そしてボディを使い、体の構造全体を使って踊る。特に、リード
＆フォローのときに上半身を絞るような動きが入ることで、動きを立体的なものにしてい
る。下半身はそのままで、ボディだけを左右に回転させるのだが、これは非常に難易度の
高い動きである。この動きのポイントとなるのが、胸椎の 11 番目と 12 番目の関節である。
腰椎には、横に回るのを邪魔する突起があるため、可動域が狭く回転に向いていない。ま
た、胸椎は胸郭の一部を構成している肋骨が接触しているので、可動性が制限される。と
ころが、胸椎の 11 番目と 12 番目には、前に肋骨もなく、腰椎のような突起もない。この
関節を緩め、可動域を広げることが決定的に重要となってくるのだ。 
 試しに、この関節が動いたときの感覚を確かめてみていただきたい。まず、立って脱力
した状態で、上半身を左右に回転させる。この場合、上半身の動きにつられて、腰も一緒
についてきてしまうだろう。今度は、両腕をぐっと上に持ち上げた状態（つまり、ボディ
が引き上がった状態）で回転させる。すると、胸椎の 11 番目と 12 番目の関節部分を起点
にして、回転することができるのである。このように、ボディをつねに引き上げたまま踊
り、その状態から回転することが重要になってくるのだ。ダンスに限らず、ほかのスポー
ツにおいても、この関節は動きのポイントとなっている。私自身も、稽古の際には、ここ
に意識をもってやっている。最初は固まって動かない人もいるが、練習することによって
徐々に可動域を広げていくことができる。 
 
3.6  2010 年以降のスタンダード競技 
 2010 年以降、ボールルームダンスの世界が、全英選手権 WDC と WDSF（World Dance Sport 
Federation）の二つの団体に分かれ、それぞれの目指すものが異なってきたように思われ
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る。近年の WDC のチャンピオン及び WDSF で活躍する選手は以下である。 
 
● WDC 
2010-2015 年 Arunas Bizokas & Katusha Demidova 
● WDSF 
Pro : 2013-2014 Mirko Gozzoli & Edita Daniute 
 2015 Benedetto Ferruggia & Claudia Koehler 
Ama : Dmitry Zharkov & Olga Kulikova 
 
 WDC の現チャンピオン Arunas Bizokas & Katusha Demidova は、非常に良い選手ではある
のだが、積極的に新しい踊りを取り入れるタイプではない。革新的なダンスを生み出した、
Mirko Gozzoli & Alessia Betti はその後カップル解消をしているが、Mirko Gozzoli は現
在も WDSF で活躍している。WDSF では、Mirko Gozzoli & Edita Daniute と Benedetto 
Ferruggia & Claudia Koehler が近年優勝争いをしている。また、アマチュアの Dmitry 
Zharkov & Olga Kulikova は最有力の次期チャンピオン候補だと言われている。 
 
4. 近年のダンステクニック 
 
 Mirko Gozzoli & Alessia Betti 以降、ボールルームダンスのテクニックにおいて「3D」
という立体感のある動きが特徴になってきた。この新しいダンスを習得するためには、体
幹の強さと、背中と股関節の柔軟性が不可欠となる。テクニックの習得の前に、身体的な
トレーニングが必要である。イギリスで行われている新しいダンステクニックのレッスン
映像からも、こうした高度な技を成すためには、体幹と柔軟性なくしてはできないことが
見てとれる。近年の踊りでは、ペアのコンタクトポイントが下半身にあり、一層ボディの
反りが広がっていること、高速の動きにはお互いの遠心力を使って動いていることなど、
卓越した技巧が繰り広げられている。こうした新しいテクニックは、ただアクロバティッ
クになったということではなく、ボールルームダンスが確実に進化を遂げているのだと私
は考えている。 
 新しいテクニックのための教則本や映像には、足形だけではなくスウェーの方法や、顔
の向きなど、非常に細かなポイントが示されている。しかし私は、楽しみとしてのダンス
においては、こうした細かな教則は不要だろうと考えている。社交パーティーの場におい
て、細かなダンステクニックの可否をあげつらうのは非常に興醒めなことであろう。また、
競技としてのダンスにおいても、テクニックの仔細な部分が必要になるのは、一級のトッ
プ選手だけであろう。ボールルームダンスの動きというのは、本来、自然な体の動作から
生まれたものであるゆえ、あえて動きを細かく分節化し教則とする必要性はないように私
は感じている。  
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5. おわりに 
 
 ボールルームダンスの初期から現在にかけて、ボディの使い方及びテックニックの変遷
を追ってきた。改めて初期の映像を見返すと、現在のダンスがいかに発展を遂げてきたの
かがよく分かる。楽しむ踊りとして始まったボールルームダンスは、今では体全体を使っ
た魅せる踊りとなって人びとに感動を与えている。そこには、芸術の要素もスポーツの要
素も含まれている。ボールルームダンスの変遷は、絶え間ない進化の顕われであり、また
同時に、初期の楽しむ踊りとは一線を画したものに変容しているようにも思われる。 
 
(2015 年 12 月 19 日、生活美学研究所本年度第 4回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 竹 島 信 夫 
 
 
指定討論者コメント 
兵庫県ダンススポーツ連盟副会長 池 内   猛 
 
20 世紀初頭から現在に至る各時代の世界のトップ社交ダンサーの演技映像を中心に講義
が行われた本講座では、「美を競う採点競技における記憶の儚さ」というものを感じた。 
第 1 次世界大戦後に新たに生まれた社交ダンスは、この 100 年近くの間に、技術的に目
覚ましい進歩を遂げてきた。その結果、残念なことでは有るが、其々の時代に於いては誰
もが感動した素晴らしい演技が、現在の視点から振り返って観れば、色褪たものになって
しまわざるを得ないということである。 
1970 年代後半の私の学生時代、神様のように思っていた当時の世界チャンピオンの演技
を数十年ぶりに改めて観て、「ひょっとしたら、今の自分のダンスの方が上手いんじゃあな
いか？」などと、先人の血の滲むような努力を忘れて、傲岸なことを思い浮かべる自分に
反省しながらも、「記憶の儚さ」に思いを馳せた今回の講座で有った。 
 
 
京都府ダンススポーツ連盟理事 谷 口 小夜子 
 
競技ダンス黎明期におけるスタンダードダンスと現在のスタンダードダンスを比べてみ
るとあたかも違う種類の踊りであるかのように感じられます。 
しかしながら時代を追った「スタンダードダンスの変遷」をつぶさに観察すると、競技
において競い合うという要素がその変遷を必然たらしめたのであることが理解できます。 
動画を使っての説明と、実際に身体を動かしての体感によって、理屈ではないダンスの
進化を体験していただけたことと思います。 
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5. おわりに 
 
 ボールルームダンスの初期から現在にかけて、ボディの使い方及びテックニックの変遷
を追ってきた。改めて初期の映像を見返すと、現在のダンスがいかに発展を遂げてきたの
かがよく分かる。楽しむ踊りとして始まったボールルームダンスは、今では体全体を使っ
た魅せる踊りとなって人びとに感動を与えている。そこには、芸術の要素もスポーツの要
素も含まれている。ボールルームダンスの変遷は、絶え間ない進化の顕われであり、また
同時に、初期の楽しむ踊りとは一線を画したものに変容しているようにも思われる。 
 
(2015 年 12 月 19 日、生活美学研究所本年度第 4回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 竹 島 信 夫 
 
 
指定討論者コメント 
兵庫県ダンススポーツ連盟副会長 池 内   猛 
 
20 世紀初頭から現在に至る各時代の世界のトップ社交ダンサーの演技映像を中心に講義
が行われた本講座では、「美を競う採点競技における記憶の儚さ」というものを感じた。 
第 1 次世界大戦後に新たに生まれた社交ダンスは、この 100 年近くの間に、技術的に目
覚ましい進歩を遂げてきた。その結果、残念なことでは有るが、其々の時代に於いては誰
もが感動した素晴らしい演技が、現在の視点から振り返って観れば、色褪たものになって
しまわざるを得ないということである。 
1970 年代後半の私の学生時代、神様のように思っていた当時の世界チャンピオンの演技
を数十年ぶりに改めて観て、「ひょっとしたら、今の自分のダンスの方が上手いんじゃあな
いか？」などと、先人の血の滲むような努力を忘れて、傲岸なことを思い浮かべる自分に
反省しながらも、「記憶の儚さ」に思いを馳せた今回の講座で有った。 
 
 
京都府ダンススポーツ連盟理事 谷 口 小夜子 
 
競技ダンス黎明期におけるスタンダードダンスと現在のスタンダードダンスを比べてみ
るとあたかも違う種類の踊りであるかのように感じられます。 
しかしながら時代を追った「スタンダードダンスの変遷」をつぶさに観察すると、競技
において競い合うという要素がその変遷を必然たらしめたのであることが理解できます。 
動画を使っての説明と、実際に身体を動かしての体感によって、理屈ではないダンスの
進化を体験していただけたことと思います。 
7 
競技である以上、スポーツとしての要素が大きくなるとともに、身体の仕組みを正しく
使う事が競技者として必要なだけでなく、故障を防ぐためにも必要なことであることをご
理解いただけたものと思います。 
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